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シェアタイム

①前回の講座で学んだことの中で、１番印象に残っていること

②前回の講座から今日までで試してみたこと、変化、感じたこと

VOB



今回のさゆりさんの投稿の種明かし

大きな違いは、ゴール設定にある

私のゴール設定：

収入につながる１歩として、実績や経験を作るモニターを募るために、モニ
ターさんの心に響いてモニターを受けたいと思う募集内容（サムネや文言）
を教えて。

違いは、「自分目線」なのか「ターゲット目線」なのか

そして「ターゲット目線」で設定して、潜在意識の反応以外に下記を行った

・どんな投稿が人気がある（人に届いている）のかリサーチした

・言葉を投稿を見た人目線で選んだ（例えば、募集終了ではなく、受け取り
ありがとう）

・見る時間帯を考えて（朝、昼、夜と意識的に分けて）、投稿した



前回の復習

VOB



相手に喜んでもらいながら問題解決に導く
カウンセリングをする上で重要なスキル

①傾聴力
１、意識して相手の顔を見る（目線を合わせる）

２、質問攻めにしない→会話（雑談）の中からも拾ってメモをとる

３、意識して共感する（相槌、うなづきも含めて）

例：「なるほど〜」「そうですよね」「わかります」

４、待ってあげる（間をとってあげる）、自分の話をかぶせない

②クライアントさんと自分のイメージを一致させる
１、相手の言葉を使う、しっくりこなかったら遠慮なく言ってもらう

２、オーム返し、反転オーム返し（まとめて整理してあげる）

３、５W１H（いつ、どこで、誰、何を、なぜ、どのように）

VOB



オーム返し・反転オーム返しの例
オーム返しの例

相手「人に喜ばれる仕事がしたいんです」

あなた「人に喜ばれる仕事がしたいんですね」（←オーム返し）

反転オーム返しの例

相手「人に喜ばれる仕事がしたいんです」

あなた「仕事をするときに人から喜ばれないと嫌なんですか？」（←反転オー
ム返し）

「人に喜ばれないと仕事に対する気持ちがなくなる感じですか？」（←反転
オーム返し）

＊反転オーム返しをする時は、自分がイメージができないことに対して「どうい
うことなんだろう？」と教えてもらう姿勢で、その人がどういう意図を持ってそ
う思っているのかを明確にして、その方の求めていることを自分が理解して質
問・導く目的で使う。

VOB



５W１Hの例

「人間関係で悩んでるんです」（①どのようなことで（How））

②誰と（Who）「上司なんです」
③どこで（When）会社
④いつ（When）「会社に入ってからすぐからなんです」
⑤何を（What）「いつも上司に怒られるんです」
⑥なぜ（Why）「私の出来が悪いからだと思います。どうせ私なんて。。。」

＊私たちカウンセラー側がイメージできる、わかるまで質問していく。

VOB



VOB



根本原因の引き出し方
①「課題の根本原因を教えてください」→YES

②「共鳴反応で聞いていきます」→感情、食、環境、身体、スピリチュアル→反応したも
のを質問反応で確認する。「〇〇でいいですか？」→YES

二つ以上の項目が反応する場合は「優先順位が一番高いのを教えてください」と聞き、共

鳴反応→質問で確定して、優先順位の一番高い項目を見ていく。

＊反応した項目を全部見ていってもいい。

③反応した大枠の項目の詳細を共鳴反応でとり、反応した項目を質問反応で確認する。

二つ以上の項目が反応する場合は「優先順位が一番高いのを教えてください」と聞き、共

鳴反応→質問で確定して、優先順位の一番高い項目を見ていく。

＊反応した項目を全部見ていってもいい。

④引き出されたことから必要な情報を反応でとって明確にしていく。

VOB



VOB



• メンタル美容関係（セッションシート、光の玉など）(1).jpg

VOB



修正方法の目的と選択肢

目的：セッション時間内に私たちカウンセラーが修正できることを行う。

選択肢の例（私の場合）：

①チャクラ：必要なメッセージを引き出し音叉を鳴らして修正
②カード：ご本人に高い視座で氣づきを与えて修正
③クロスクロール：脳のバランスを修正
④ESR：心の傷を癒して修正
⑤任脈：ご本人が自分で選択することを後押しすることを修正
⑥督脈：行動していくエネルギーを整えて修正
⑦レイキヒーリング：心・体・魂を癒して修正

VOB



本日得られること

①クライアントさんに必要な気づきを与えられるスキルが身につく。

②30分のミニセッションのやり方を学び、フロント商品として集客するためのアイ
デアとコツが身につく。

③他人の体をスキャンして、どこに体の滞りがあるか見つけ、その方の体に溜まっ
たネガティブな感情や痛みなどを解放して元の氣＝元氣にする方法が身につく。

５回目

VOB



内容
VOB

５回目

最後に、質疑応答の時間
途中でも質問があれば
遠慮なく聞いてください！

①クライアントさんに必要な気づきを
与えるポイント３つ

②30分ミニセッションのやり方と実践

③他人の体のスキャン方法&
体の滞りを取る方法を引き出す実践



この時間が終わった時に、
どうなったら最高ですか？

VOB



内容
VOB

５回目

①クライアントさんに必要な気づきを
与えるポイント３つ（おまけつき）

②30分ミニセッションのやり方と実践

③他人の体のスキャン方法&
体の滞りを取る方法を引き出す実践



クライアントさんに必要な気づきを
与えるポイント３つ

①視点を高くしてあげる
②具体的な体験談をシェアする
③アウトプットさせる

VOB



クライアントさんに
必要な気づきを与えるポイント①

①視点を高くしてあげる
視点を高く（包括的な視点）したり違う視点（今までにない視点）で物事を捉
えたりすることを促すことで、相手が問題にフォーカスしていて見えなかった
新しい発見や大切なことなどの気づきを与えられる。

VOB

迷路を上から見たら…出口がわかるのと一緒。

“問題を作ったときと同じレベルでは

解決できない” ーアインシュタイン



視点を高くしてあげる例
１、悩みを悩みとして捉えない

例：今経験していることは、乗り越えた後に、同じように悩んでいる人を助ける
ために経験している。

うまくいかない時はステージアップするタイミング。自分がステップアップして
いくために必要なんだと理解すれば何か問題があった時やネガティブな感情もギ
フトとして捉えることができて何も怖くなくなってくる。

２、人生（前世も含め）という長いスパンで今起きていることをとらえる

例：生まれてくる前に何かしら後悔することがあったりとか、もっとこうしてお
けばよかったとか、何か課題を持って生まれてきていることがほとんどと言われ
ているけれど、生まれた瞬間にもちろん忘れてしまう。なので何となくこのまま
でいいのかな〜と思ったタイミングが、生まれてきた意味、今世でやり遂げよう
と思ったことを気づくタイミング。全ての体験はこの地球上で自分の魂を成長
させるため。

VOB



クライアントさんに
必要な気づきを与えるポイント②

②具体的な体験談をシェアする
自分や他の人の体験談をシェアすることで、「その人に向けられている言葉」
より受け入れやすく、またそれが具体的であればあるほど未来像がイメージで
きて、得られた気づきを実際の行動に移しやすくできる。

VOB

ライザップのこの写真見たら…
試してみたくなるのと一緒。

“人間が想像できることは、人間が必ず実現できる“
ージュール・ヴェルヌ



具体的な体験談をシェアする例
１、引き出されたことに関連している自分のストーリーをシェア

例：「周りのことを気にして自分の言いたいことが言えない」

これって、かつての自分。でも、自分の素直な気持ちを思い切って出してみて、
どんどん良い方向に変わってこれた経験がある。そして今は潜在意識の声も聞け
るようになって、より自分を信じられるように、迷ってる時間が大幅に減ってや
りたいことに没頭でき（具体的な事例も交えながら）充実した人生を送れている。

２、引き出されたことに関連している他人のストーリーをシェア

例：「いろんなことに手を出して、本当にやりたいことがよくわからない」

高額な塾にいくつも入って有名な先生に言われるがままやってるけど気持ちがワ
クワクしないしこの方向で合っているのかわからなかった方が潜在意識の声から
引き出されたこと（全然違うけど、ワクワクする得意なこと）に注力を注ぎ始め
たら、そこからの仕事がどんどん拡大して収入面でも精神面でも充実している人
がいる。

VOB



クライアントさんに
必要な気づきを与えるポイント③

③アウトプットさせる
人にアドバイスされたり教えられたりするのではなく、自分で気づいた時が、
一番本人が腑に落ちる。そのためには、通訳と言っても私たちカウンセラーか
ら伝えるだけでなく、相手がどう感じたのか思うのか考えて表現してもらう（
アウトプット）ことで、本人自身で繋がったり納得したりしやすい。

VOB

数学の問題を解くときと同じ

“自分自身が誰であるかを知る者は
他の何も知る必要がない” ーニーチェ



アウトプットさせる例

１、反応で出てきたキーワードや言葉をどう感じるか聞く

例：「今起きている現状は何を成長させるためですか？」

このメッセージをお聞きになって、何を成長させるためかな〜と思いあたること
はありますか？また、このメッセージを聞いて感じることなどはありますか？と
本人に聞く。

２、セッション（前後で）の学びや気づきがどうだったか聞くor/and書いてもらう
例：セッション前なら、「このセッションの時間が終わった時にどんな状態に
なっていたら最高か」聞いて、セッション後なら、その方が最初に言ったなって
いたかった状態になれたか聞いたり、アンケートで答えてもらう。

VOB



クライアントさんに
必要な気づきを与えるポイント（おまけ）

（おまけ）普遍的な原理原則に置き換える

どんな時代に誰がやっても同じこと＝普遍的な原理原則に置き換えることで、
そうだよなと気づきが得られやすい上に納得しやすい。

VOB

迷路を抜け出すには上から見ると出口がわかる

昔から伝えられている言葉

数学の問題を解くとき

シャンパンタワーの法則など



クライアントさんに必要な気づきを
与えるポイント３つ

①視点を高くしてあげる
②具体的な体験談をシェアする
③アウトプットさせる

VOB

クライアントさんに必要な気づきを与えて、
前に進む後押しをして差し上げてください。



実践は次のミニセッションの時に！ VOB

あと、少し
楽しみに待っててね。



内容
VOB

５回目

①クライアントさんに必要な気づきを
与えるポイント３つ

②30分ミニセッションのやり方と実践

③他人の体のスキャン方法&
体の滞りを取る方法を引き出す実践



30分ミニセッションのやり方

①全体的にポイントのみ
②悪循環にフォーカス
③好循環にフォーカス

④トピックを限定

VOB





全体的にポイントのみの流れ

①課題は通常通りに（きちんと詳細に）設定する

②根本原因を優先順位の１番の項目だけ引き出す。

＊深掘りはしない、必要最低限の情報のみ

③ゴール設定は、本人が言ったことを書く

＊反応まではとらない（最適なゴールなのかまで確認しない）

④修正方法は、最初から選択肢を絞って反応をとる。

例：私の場合は、チャクラの左側のメッセージの中と限定して反応をとっている。

⑤最初の1歩も④と同様、最初から選択肢を絞って反応をとる。

例：私の場合は、チャクラの右下のメッセージの中と限定して反応をとっている。

VOB





悪循環にフォーカスの流れ

①課題は通常通りに（きちんと詳細に）設定する

②根本原因を優先順位の１番の項目だけ引き出す。

＊必要なことを時間を考慮に入れながら探る。

③修正方法は、最初から選択肢を絞って反応をとる。

例：私の場合は、チャクラの左側のメッセージの中と限定して反応をとっている。

④最初の1歩も③と同様、最初から選択肢を絞って反応をとる。

例：私の場合は、チャクラの右下のメッセージの中と限定して反応をとっている。

＊ゴール設定は抜かす

VOB





好循環にフォーカスの流れ

①課題は通常通りに（きちんと詳細に）設定する

②課題を解決してどうなりたいのかのゴール設定は、本人が言ったことを反応をとりな

がら設定していく。

③修正方法は、最初から選択肢を絞って反応をとる。

例：私の場合は、チャクラの左側のメッセージの中と限定して反応をとっている。

④最初の1歩も③と同様、最初から選択肢を絞って反応をとる。

例：私の場合は、チャクラの右下のメッセージの中と限定して反応をとっている。

＊根本原因は抜かす

VOB









• 7.jpg







トピックを限定する（講座で扱っていない）流れ

①目標設定適応度診断

その方が叶えたい目標（ゴール）を聴いて、「適応度を0から100の数値で数値が高い方が
適応度が高いとして反応をとります」と宣言して、反応をとって数値や高いものを伝える。

②やっている方向性が合っているのか診断

「どんな理想＝向かいたい場所」があるのか聞き出した上で、今やっている方向性が合っ

ているのか反応でとる。

③チャクラの活性度診断&調整

「活性度を0から100の数値で数値が高い方が活性度が高いとして反応をとります」と宣言
して、反応をとって数値が低い（活性度の低い）チャクラを調整する（チャクラシート）

④体の滞りチェック（スキャン）&調整については、次で説明と実践します！

VOB



実践してみよう！ VOB

１、自分がしてみたいミニセッションを選ぶ

２、1人30分のミニセッションを1人1回ずつ（合計３回）する

（私が一緒に流れなどチェックしながら必要に応じて
アドバイスする）

３、ほかの人のセッションを見て、よかった点や気づいた点、
もっとこうしたら良くなる点を言い合う。



• メンタル美容関係（セッションシート、光の玉など）(1).jpg

VOB



筋反射の前準備（座って）

①ネックレスや指輪、時計など貴金属を外す

②任脈・督脈、体の３軸（横軸、縦軸、前後軸）を整える

〈座って、自分の利き腕ではない腕の盛りあがっている部分に、利き腕の手を軽くのせる〉

③定位置を確認：「自分の定位置を教えてください」

→利き腕の手で軽く押してみてとまるところが自分の定位置となる

④任脈チェック：任脈をあげる（整える）

→利き腕の手で軽く押してみて落ちなければOK（任脈整っている）

⑤水分チェック：自分の髪の毛を触って落ちなければOK（水分足りている）

⑥反転チェック：「Yes」→定位置でとまればOK、「NO」→下がればOK

「私は、〇〇（名前）です。」→定位置でとまればOK

VOB



もし反転していたら…
１、各項目を再度チェックする。

①ネックレスや指輪、時計など貴金属を外れているか

②任脈・督脈、体の３軸を再度整える

③水分をさらにとる

２、顕在意識にも、意思表示をして認識させる

「私は、今から筋肉反射チェックをします！」

３、「私は、素直な気持ちで自分を信頼して反応を受け取ります。」 と宣言

４、さらに、耳つぼを刺激して、全身を整える。

５、「YES」「NO」自分の名前を聞いて、反転していないか再度確認する。

VOB



遠隔で他人の潜在意識に
アクセルする方法

①自分のエネルギー（波動）をオンライン上のクライアント
さんに移動させる。

②クライアントさんに入ったエネルギーを再度自分に戻す。

③「〇〇さんの潜在意識の情報をとらせてもらってもいいです
か？」→YES（定位置でとまる）と、代理テストの準備OK。

④【定位置確認】「定位置を教えて下さい。」→とまってYES
【水分チェック】髪の毛を触って、とまってYES（OK）
【反転チェック】「YES」→とまる&「NO」→おちるでOK

⑤終わったら、必ず相手にエネルギーを返すことを忘れずに！
返したら【反転チェック】「私は〇〇（自分の名前）です。」
→定位置でとまればOK

VOB



実践してみよう！ VOB

誰からいくか、今回はジャンケンで
決めます（笑）

負けた人からが通常かもしれませんが
今回のルールは勝った人が最初で
負けた人が最後のルールにします！



シェアとQ&A

一番役に立った話は何ですか？

質問や疑問点などはありませんか？

次回までに取り組んでみたいことは何ですか？

VOB



スケジュール

１ヶ月目 ２ヶ月目

１回目 １/24（水）20時 ２回目 ２/28（水）20時

カウンセリングの時の大切なマインド（心構え）
座っての筋肉反射の前準備

座っての筋肉反射のやり方と実践
遠隔で他人の潜在意識にアクセスする方法と実践

カードセラピーのやり方と実践

３ヶ月目 ４ヶ月目

3回目 ３/27（水）20時 ４回目 ４/17（水）20時

前世セラピーのやり方と実践
年齢遡行のやり方と実践

他人の体をスキャンする方法と実践

根本原因の探り方と実践
カウンセリングで重要な５W１H、オーム返しなどの解説と実践

フルカウンセリングのやり方と実践
他人の体をスキャンする方法と実践



スケジュール

５ヶ月目 ６ヶ月目

５回目 ５/22（水）20時 ６回目 ６/17（月）20時

クライアントが氣づきを得るためのテクニックと実践
30分カウンセリングのやり方と実践

総仕上げ

総仕上げ
実践しまくろう！



今日の講義終了後

１、講義の資料PDFと動画お渡し

２、アンケート回答リンク

ぜひ、素直なフィードバックをください！

３、質問は無制限

VOB



VOB
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は一部を複製、転載、販売、その他の二次利用行為を行うことを禁じます。
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